
５　自己点検評価シート３

大項目 教育委員会が管理執行を教育長に委任する事務
政策：生涯学習ネットワークの整備充実
施策：生涯学習システムの拡充 担当課：生涯学習課

小項目 実績 評点 点検評価

公民館運
営管理事
業

1,510千円
・公民館館長・主事が主体となって各地区（６地区）ごとに
おいて生涯学習等に関する公民館事業（教室、講演会、
講座等）を実施した。また、豊文化教室（指定管理施設）の
維持管理に努め、常に市民が利用するための場を提供し
た。
　各地区事業開催延べ１８事業実施、延べ参加者数5,435
人
・豊文化教室指定管理委託料（160千円、利用者1,187人）
・市内の中央公民館６館、分館３館での事業運営経費
　公民館運営審議会委員（40人）報酬　367千円
　館長・分館長・主事（52人）報償　720千円

2.8
　各地区の運営にバラつ
きがあるので、方向性を
示していく必要あり。

生涯学習
講座拡充
事業

6,147千円
・市民がいつでも自由に学習機会を選択し、学ぶことがで
きるように様々な生涯学習講座（７９講座）を開催した。
　各種講座開催　延べ参加者数　2,455人（大人1,878人、
子供577人）
・親子の教室：陶芸教室・ケーキ作り教室・星空観望会等
・教養講座：山梨県立大学連携講座
・趣味の講座：春、秋の自然観察教室・寄せ植え作り教
室・キムチ作り教室等
・映画鑑賞会：夏休み子ども映画会・春の映画鑑賞会
・生涯学習事業を推進するための社会教育委員（20人）報
酬255千円、社会教育指導員（1人）報酬等1,347千円
・社会教育団体（各地区地域団体、女性団体）の生涯学
習活動として補助金を交付し、地域の文化芸術活動の意
識高揚を図った。
＊社会教育団体　Ｈ21年度末47団体

3.4

　生涯学習講座は、内容
の充実と多様性を工夫
し、「いつでも」「どこでも」
「誰でも」学ぶことのできる
学習機会と場を提供し、
市民の学習ニーズに応え
ることができた。

　中項目
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政策：生涯学習ネットワークの整備充実
施策：生涯学習システムの拡充 担当課：市立図書館

小項目 実績 評点 点検評価

図書館活
動による生
涯学習支
援提供事
業

548千円
　市民が自主的な学習活動ができるよう、講演会や各種
講座を開催した。
講演会（天野祐吉氏）２０３人、教養講座「文章入門」（２
回）延べ３２人、農業講座２０人、環境講座９人、朗読入門
講座（５回）延べ４３人、読み聞かせ講座（３回）延べ４７人
、福祉講座（１５人）の参加者があった。今年度は、櫛形図
書館開館１０周年記念イベントや名作映画会「おくりびと」
（２回述べ６１０人）を行った。また、子どもを対象とした手作
り絵本講座、子ども読書まつり、夏休み人形劇、読書フェ
スタ、工作教室、科学実験あそび、子ども映画会、エコ工
作等には、延べ１，８６５人の参加者があった。
　講演会は例年に比べ参加者が少なかった。各館の特色
ある講座については、どの講座も多少ではあるが参加者
が増えている。これからも、講座の内容を検討し、多くの方
が参加できるよう実施していきたい。また、広報や図書館
のホームページ、ポスター等により市民に周知できるよう努
めていきたい。

3.8

　各種講座、講演会等の
開催を通して、市民の多
様な学習ニーズに対応し
た情報提供を行ってい
る。参加者からも好評で、
事業の周知についても工
夫している。
　講座受講をきっかけに
ボランティアの輪が広がっ
ており、また、講座の内容
も向上している。

ブックス
タート事業

910千円
　南アルプス市で生まれたすべての赤ちゃんに、健康増
進課で実施している４ヶ月乳児健診の会場で、ミニおはな
し会（てぶくろ人形・絵本の読み聞かせ・わらべうた）を行
い、絵本とおおすすめ本の小冊子、図書館の案内等の
入ったブックスタートバックを手渡している。絵本の読み聞
かせが、赤ちゃんの言葉と心の成長に欠かせないもので
あり、保護者にとっても心安らぐ楽しいひとときであることを
伝え、家庭における読み聞かせや図書館利用を勧めてい
る。
　年間２４回実施
　対象乳児数６２９人（平成２１年１月から１２月生まれの乳
児）

3.4

　保護者に読書活動及び
図書館利用に対する興
味、関心、意欲を喚起す
ることができた。
　成果は大きい。

子どもの
読書活動
推進計画
推進事業

180千円
　子どもの読書活動推進協議会においては会議を２回開
催した。会議の中で、これからの読書環境の整備をすす
めていくためには子どもたちの実態を把握する必要があ
り、子どもの読書活動や読書環境について調査を行うこと
になった。調査の実施を平成２２年度当初とし、調査対象
や内容、方法などの検討を行った。
　図書館としての活動は、幼児と保護者を対象にしたおは
なし会（２，００２人）、乳幼児と保護者を対象にしたおはな
し会0．1．2．（１，６６８人）を全館で定期的に実施してい
る。おはなし会出前サービスとして、司書が保育園に出向
きおはなし会を行っている。今年度は子育て支援課と連
携し、保育所の図書購入時の参考に図書リストの一覧を
提示した。また、子どもたちと一番身近に接している保育
士を対象にした読み聞かせの講座を開き、多くの保育士
が参加された。

3.4

　おはなし会は、子どもた
ちが小さいときから本に親
しみ、本の楽しさを知り、
読書意欲を育てる活動と
して成果を上げている。
　活動主体を育てる活動
であり、今後もこの事業は
続ける必要あり。

　中項目
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政策：生涯学習ネットワークの整備充実
施策：生涯学習拠点の整備充実 担当課：生涯学習課

小項目 実績 評点 点検評価

生涯学習
施設管理
事業

75,517千円
・市の生涯学習を推進していくため、積極的に指定管理
者制度の導入を図り、生涯学習施設の効率的な運用を推
進した。また、施設の維持管理に努め、常に市民が利用し
生涯学習の場を提供した。
　八田高度農業情報センター（19,355千円、15,623人）
　若草生涯学習センター（11,308千円、71,416人）
　櫛形生涯学習センター（25,552千円、29,861人）
　甲西農村環境改善センター（9,723千円、28,678人）
　櫛形北地区農村環境改善センター（2,640千円、18,887
人）
　櫛形西地区農村環境改善センター（2,657千円、10,690
人）
　働く婦人の家（4,282千円、35,813人）

3
　農村環境改善センター
の運営・管理については
改善を図る必要あり。

生涯学習
施設（直営
管理）管理
事業

10,443千円
・市民が自主的な生涯学習等の講座（集会）を開催できる
ように施設の場を提供した。また施設維持管理に努め、市
民がいつでもどこでも必要なときに生涯学習が行える環境
を整えた。
　白根中央公民館（旧白根はーとふるセンター）（8,358千
円、12,110人）
　白根コミュニティー館（826千円、5,118人）
　芦安高齢者コミュニティセンター（285千円、253人）
　ふるさと天文館（974千円、415人）

3
　天文館運営の努力は成
果として表れている。

政策：生涯学習ネットワークの整備充実
施策：生涯学習拠点の整備充実 担当課：市立図書館

小項目 実績 評点 点検評価

図書館資
料充実事
業

20,000千円
　市民の学習要求の多様化・高度化に伴い、最新の資料
や情報を整備し、資料提供によって市民の学習意欲の喚
起や読書の普及を図った。
  図書購入冊数１１，７５１冊（蔵書冊数２９４，４３０冊）
　視聴覚資料購入数１３３点（蔵書点数７，３１８点）
　市民一人当たりの資料数４．１３冊
　館外貸出冊数４６０，８９３冊（昨年度より９，７８１冊の減、
市民一人当たり６．３１冊の貸出冊数）　貸出冊数の減は、
新型インフルエンザの流行や健康センター建設により白
根桃源図書館の駐車場が使えなっかたことなどによる来
館者の減少によるものと思われる。
　新鮮で魅力ある情報を市民に提供できるよう、各館の職
員全員で資料を選定し、週１回担当者による選書会議で
検討した上で、地元書店組合から購入している。市内図
書館の資料が、幅広い蔵書内容になるよう努めている。

3.2

　現状を総合的に判断す
る中で、図書、資料等の
購入を工夫し、蔵書内容
の充実を図り、市民の学
習ニーズに応えられるよ
う、情報収集に努めてい
る。

　中項目

　中項目
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小項目 実績 評点 点検評価

市立図書
館と地域と
のネット
ワーク化
事業

12,396千円
　利用者は１枚の利用カードで全館から貸出、返却、予約
等ができる。また、携帯電話や自宅のパソコンから図書館
のホームページにアクセスし、資料の検索や予約、新しい
情報を得ることができるよう、図書館ネットワークシステムの
整備をおこなっている。
　今年度は、利用者からの質問や調査事項に応じたレファ
レンスの事例を３２件追加し公開した。図書館ホームペー
ジからの資料予約数５，３５３件。おすすめの本の紹介を３
０回実施した。メールマガジン登録者に、司書のおすすめ
本や図書館のお得情報、地域の情報などを載せたメール
マガジンを毎月１回送信した。メールマガジン登録件数１８
９件（平成２２年３月３１日現在）となった。
　市内図書館に返却された資料（図書・雑誌）や予約資料
は、メール便によって各館に配送されている。市役所メー
ル便が回らない土曜日、日曜日のいずれかの1日を、図書
館独自で回り、資料を配送している。回送数１５，２５９冊と
年々数が多くなっていることから、複数の図書館を利用し
ている利用者が増えていることがわかる。図書館ホーム
ページからの資料予約数も予約数全体の２８．５％を占め
ている。

3.8

　ネットワーク化は、市民
の図書館の利活用という
面で、情報発信の拠点と
しての役割を果たしてい
る。
　職員の知識、技能の向
上についても更に努力し
て欲しい。

市立図書
館施設充
実事業

403千円
　甲西図書館の返却ボックス（ブックリターンポスト）と白根
桃源図書館のパンフレットスタンドを購入した。甲西にあっ
た返却ボックスは芦安に移し使用している。
　白根桃源図書館が閉架書庫として使用していた中央公
民館が商工会となり、旧商工会が白根地区の中央公民館
になったため、資料を移動し中央公民館の一室を閉架書
庫とした。
　各図書館とも蔵書収容スペースが少ないため、収容冊
数に限界がある。特に閉架書庫が手狭になってきており、
保存スペースの確保が必要となってきている。

2.8
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政策：学校教育の充実
施策：次代を担う人づくりの推進 担当課：教育総務課

小項目 実績 評点 点検評価

芦安教職
員住宅維
持管理事
業

0千円
芦安地区小中学校に赴任する教職員の居住施設として、
昭和61、63、平成3年度に「へき地等小・中学校教員住宅
建築費県補助金」を受けて建設した３棟１２部屋の維持管
理を行っている。
現在は、制度も変わり居住する教職員がいないため、事
務事業評価により閉鎖しているが、用途変更等も視野に
入れ、今後の処分を検討している。

2.8
　早急に方向性を検討
し、対応する必要がある。

小学校・中
学校教育
系パソコン
維持管理
事業

5,601千円
　新学習指導要領（ｈ14～）に基づき、情報教育を充実す
るために、全ての教室で児童及び教員がインターネットを
活用できる環境を整備している。
　また、平成１７年度に「南アルプス市教育系パソコン整備
計画」を策定し、小中学校間で統一した整備を実施してお
り、維持管理についても、市内の教育用パソコン端末機器
等を一括して保守管理することで、経費の軽減を図ってい
る。
　・教育用パソコンシステム保守業務
　・教育系ネットワーク保守業務
　・教育用パソコン修繕業務

3.8

学校給食
一般管理
事業

2016千円
・学校給食費の徴収事務を行った。
・毎月口座振替不能者には未納通知を学校を通じて送
付、折に触れ納付の勧告も行ってもらっている。不況のに
より前年度は99.59％だった収納率が98.73％になってし
まった。
・平成２２年度より給食賦課徴収業務が、業務系システム
に移行し収納業務が市収納業務に一元化され簡略化さ
れた。

3

　教育的配慮をしながら
公平性という観点からも給
食費の収納にあたりた
い。
　収納率向上のため学校
との連携を強化していく。
　特に、経済的に支払い
能力があるのに滞納する
保護者への対応が課題。

学校給食
助成事業

15,154千円
・少子化対策、子育て支援を目的として、義務教育課程の
小中学校等に在籍する児童生徒が3人以上の世帯に対し
３人目以降の児童生徒の学校給食費を助成する事業で、
学校給食費完納者に対して年度単位で助成する。
・対象者３43人のところ３２５人に支給し９４．７％の助成
率。
・上位目的の少子化対策の成果が図れず、継続すべき事
業か検討段階にきている。

3.4

　対象者には喜ばれてい
るが、所得制限が無いこと
など、課題もあり見直しの
時期ともいえる。

　中項目
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小項目 実績 評点 点検評価

　中項目
政策：学校教育の充実
施策：次代を担う人づくりの推進 担当課：南アルプス教育推進課

小項目 実績 評点 コメント

少人数教
育・特別支
援教育事
業

93,186千円（市単教員３7人賃金）
・市単教職員の配置により、児童生徒の実態に応じたきめ
細かな指導の充実を図ることにより、基礎学力の向上及び
自ら考える力の育成を図った。また、１学級３７人以上の小
学校に市単教員を配置したり、複式学級の解消、特別支
援教育推進のため障害やその状況に応じた支援員の配
置を行った。
・児童生徒の実態に応じたきめ細かな指導の充実を図る
ために、多人数学級・複式学級解消等のために７人、通常
学級における特別支援のために２６人、大規模校に養護
教諭補助員として２人、小規模校２校に兼務する養護教諭
補助員として１人、小規模校には配置されない事務職員と
して１人の計３７人の支援員を配置した。（昨年度は３３人）
・市内の小中学校において通常学級における特別支援を
必要としている児童生徒が増加している。そのため、更な
る増員が必要である。

4.2

　成果は大きい。問題を
抱えている生徒、児童に
きめ細かい指導が実現し
ている。
　少人数教育、特別支援
教育事業として多くの市
単独で講師を配置してお
り、学校現場において児
童生徒一人ひとりの違い
に対応した指導を可能に
し、本市学校教育の充実
推進に大きな役割を果た
している。

政策：学校教育の充実
施策：生きる力を育む学校教育の推進 担当課：教育総務課

小項目 実績 評点 点検評価

教育委員
会関係事
務事業

1,431千円
　・教育委員会の円滑な運営を図り、教育行政の基本方
針や施策について審議し、決議した。
　・市内小中学校22校の学校を訪問し学校長との意見交
換、授業参観、給食試食、施設状況の視察を行った。
　・教育委員先進地県外視察研修（埼玉県春日部市粕壁
小学校～国際理解教育、さいたま市つばさ小学校～電子
黒板を用いた授業）を行った。その他研修会各種行事へ
出席をした。
　・教育振興推進のため、その使命と責務に努めた。

3.8

　学校訪問を通して、学
校経営、運営の計画と具
体的な展開について理解
を深めることができた。

教育委員
会事務局
組織管理
運営事務
事業

11,993千円
　・教育委員会事務局組織に必要な事項を定め、所管事
務を明確にし、教育行政事務の適正と効率的な運営を
行った。
　・事務用機器、公用車、各種加盟団体への負担金など
の支出があった。
　・事務の効率性を高め継続して経費の削減に努めていく
必要がある。

3.8 　

　中項目
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小項目 実績 評点 点検評価

小林愛則
育英奨学
会給付事
務事業

　
700千円
　・小林愛則育英奨学金は、基金を基に将来社会の中核
となる優秀な人材を育成することを目的とし給付事業を
行っている。
　市内の中学校を優秀な成績で卒業し大学進学を目指し
ている高校生に、奨学金を給付する。
　・給付額は、年間一人10万円を1学年3名を限度とし3年
間給付する。
　　平成２１年度は７名に授与し、勉学の励みになってい
る。

3.8

　奨学金の趣旨、目的に
基づき、優秀な生徒に給
付している。奨学生も明
確な目標を持ち、着実に
歩み続けている。

芦安育英
奨学会貸
与事務事
業

960千円
　・芦安地区から高等学校等に通学するため、奨学金を希
望する者に対して月額1万円、年間12万円を貸与する。
   平成２１年度貸与者は、８名。

2.8
　県内一学区となった現
在、その必要性は薄れて
きている。

就学援
助、就学
奨励事業

45,604千円
（要保護児童生徒２０名、準要保護児童生徒５８５名、特別
支援教育就学奨励児童生徒３０名）
・就学に困難な児童に対して、学用品費等を援助すること
により義務教育の円滑化を図る。また、特別支援学級に通
う児童に対して保護者の負担能力に応じ経済的負担を軽
減する就学支援を行った。
・対象児童生徒の保護者の経済的負担の軽減が図られ
た。

3.4

学校図書
館蔵書管
理事業

5,687千円
・学校図書館における蔵書管理を情報システムにより行
い、市内全小中学校で蔵書の管理を効率的、体系的に行
うとともに、学校間での蔵書の情報共有等の機能を活用す
ることで、学校図書館の充実を図った。

3.2

　情報システムにより学校
間での蔵書検索や相互
貸借も可能になり、児童
生徒が広範囲から必要な
資料を収集することができ
るようになっている。

就学時健
診事業

1,397千円（健診児童数　747人）
・翌年度就学予定の児童に対して、健康診断等を行い、
就学予定児童の心身の状況を把握して適正な就学指導
を行った。
・健診実施場所を統一化したが、一部知能検査の実施方
法の統一化が図られていないので、統一化を検討し実施
ていく必要がある。

2.8
　具体的に統一していく
方策を考えるべき。

安全対策
事業（防犯
ブザー貸
与）

232千円
・登下校時の安全対策として、市内小学校新入生に防犯
ブザーを貸与した。（平成１７年度で、小学校全員が保有
することになった。）
・入学時に新１年生に９００個を貸与することで、登下校時
の安全管理を図ることができた。
・中学生にも貸与の要望が上がってきている。安全管理の
面から現状を把握する中で検討をしていく必要がある。

3.2

　配布後の使用指導等が
必要。児童の防犯意識向
上のためにも統一した指
導が必要。
　子どもたちの登下校時
の安全確保を図ることが
できた。
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小項目 実績 評点 点検評価

AED(自動
体外式除
細動器）配
置事業

1,579千円
・学校行事の中でいつ発生するかもしれない、心肺停止
による事故への対応を図るため、市内小中学校２２校に
AEDを配備している。
・夏季休業中の２日間（８月１０～１１日）で、市内小中学校
の先生方を対象に普通救命講習会を実施し、AEDの使用
方法等の周知を図った。

3.2
　講習会等を実施する中
で、器具の配備を行い万
全を期している。

通学補助
事業

1,385千円
・遠距離通学をしている児童生徒の保護者に定期代を補
助し、経済的な負担の軽減を行った。　若草小学校（下今
井地区１、２年生　３０人）
・遠距離通学を行う児童のバス通学を認めることにより、交
通事故や不審者等による事件がなく、安全安心な通学を
行うことができた。

3

学校教職
員健康診
断等委託
事業

6,637千円
・学校教職員の健康診断を行うことで、健康管理体制が充
実できた。また、心臓検診を追加した。
　（胃検診・結核健診・心臓検診・基本健診・健康相談）

3.2

　教職員の健康管理体制
が充実し、早期発見、早
期治療につながってい
る。

学校環境
検査委託
事業

1,733千円
・学校において安全に過ごせる学習環境の整備と充実を
図るため、室内空気中化学物質検査、ダニアレルゲン測
定検査を行った。（各校年１回）
・検査結果に対する各学校の対応状況について、教育委
員会において指導等の対応ができる体制づくりが課題で
ある。

2.8
　前年度と同様の課題が
残っている。解決に向け
て善処を。

私立幼稚
園就園奨
励及び援
助事業

16,696千円（20園　323名）
・幼稚園教育を奨励するため、私立幼稚園の設置者に対
して入園料及び保育料の減免を行う場合、私立幼稚園就
園奨励費を支給した。
・保護者の経済的負担の軽減が図られた。
・国の補助事業であるため、各自治体で実施しているが、
補助率が1/3以内ということもあり自治体間で所得制限の
基準も補助金額も差がある。本市は財政的な理由により所
得基準も補助金も国の基準より少ない。

2.6
　前年度と同様の課題が
残っている。解決に向け
て善処を。

学校管理
事業（小学
校関係）

182,698千円
・市内小学校１５校の管理運営を行う。児童が安全に伸び
やかに過ごせる学習環境の整備と充実を図ることができ
た。
・市内１５校の管理運営を行うことで、学習環境の整備と充
実を図ることができた。（学校修繕料、管理備品の購入、
光熱水費、委託料等）
・老朽化の進んでいる学校については、学習環境の整備
のための管理費（修繕料）等の経費が必要になる。

3
　各学校とも工夫し効果
の高い管理運営を行って
いる。
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小項目 実績 評点 点検評価

学校管理
事業（中学
校関係）

93,235千円
・市内、中学校７校の管理運営を行う。生徒が安全に伸び
やかに過ごせる学習環境の整備と充実を図ることができ
た。
・市内中学校７校の管理運営を行うことで、学習環境の整
備と充実を図ることができた（学校修繕料、管理備品購
入、光熱水費、委託料等）
・老朽化の進んでいる学校については、学習環境の整備
のための管理費（修繕料）等の経費が必要になる。

3

教育振興
事業（小学
校関係）

88,297千円
・市内小学校１５校の振興運営を行う。特色ある学校教育
づくり、総合的な学習充実、教育課程を実施することがで
きた。
・市内小学校１５校の振興運営を行うことで、特色ある学校
教育づくり、教育課程を実施することができた。（教材補
助、各種検査料、教材備品購入、校外行事補助）
・平成２３年度からの新学習指導要領の改訂に伴い教材
備品等の整備が必要になる。

3.2
　効果的な予算措置で児
童の学習活動が意欲的
に展開されている。

教育振興
事業（中学
校関係）

81,107千円
・市内中学校７校の振興運営を行う。特色ある学校教育づ
くり、総合的な学習充実、教育課程を実施することができ
た。
・市内中学校７校の振興運営を行うことで、特色ある学校
教育づくり、教育課程を実施することができた。（教材備
品、各種検査料、教材備品購入、校外行事補助等）
・平成２４年度からの新学習指導要領の改訂に伴い教材
備品等の整備が必要になる。

3.2
　効果的な予算措置で生
徒の学習活動が意欲的
に展開されている。

小中学校
体育大会
等参加補
助事業

16,914千円
・文化部、体育部で参加する関東、全国大会に参加する
ための経費を補助することで、生徒に広くスポーツ実践の
機会を与え、体力、技術の向上とスポーツ精神の高揚を
図り心身ともに健康な生徒の育成ができた。
・櫛形中学校駅伝部が、男女とも全国大会出場するなど
輝かしい成績を挙げることができた。また、様々な部活動
において好成績を挙げることができた。
（補助件数45件）

4

　関東、全国大会出場と
いう大きな目標を目指し
て取り組んでいる生徒た
ちの活動の成果への対応
ができた。
　今後の活躍に期待。

学校給食
食材事業

396,510千円
・児童生徒等に安心安全な食材をできるだけ安く購入す
る。
・児童生徒が生涯にわたって健康で生き生きした生活が
送れるように、また、児童生徒の一人一人が正しい食事の
あり方や望ましい食習慣を身に着けて自ら健康管理がで
きるよう学校給食を通して食育の推進に努めるとともに児
童生徒への学校給食提供にあたり、地産地消の食材も取
り入れながら安心安全な食材を安価で購入した。

3.2
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小項目 実績 評点 点検評価

　中項目
政策：学校教育の充実
施策：生きる力を育む学校教育の推進 担当課：南アルプス教育推進課

小項目 実績 評点 点検評価

外国語指
導助手配
置管理事
業

34,441千円
・小学校に導入される「外国語活動の時間」の充実を図る
ため、市内の小学校の外国語活動の均質化を視点に外
国語指導助手（ALT)の配置を見直し、市内２２小中学校
に再配置した。再配置後、ALTの勤務状況等の調査を行
い各小中学校の状況やニーズを把握した。
・小学校教員の外国語活動の指導力を高めるため、研修
等を行い、小学校外国語活動について理解を深めること
ができた。
・ALT8人のうち、1人がJET、1人が姉妹都市から、6人が委
託契約によるALTとなっている。ALT雇用の形式について
検討を重ね、小中学校のニーズを満たす人材の確保がで
きる民間委託に切り替えていくことに決定した。
・新学習指導要領完全実施（小学校平成２３年度、中学校
平成２４年度）を見据えて、より計画的に適正なALTの配
置を進めていく必要がある。今年度は原則として小学校は
週１日、中学校では学校規模により週３～５日ALTを活用
した指導が行われた。

3.4

　ＡＬＴの配置により、児
童生徒の英語に親しむ活
動が充実し、コミュニケー
ション能力の育成が図ら
れた。
　平成２３年度より小学校
に導入される「外国語活
動の時間」の充実推進の
ため、ＡＬＴの配置をより
実効的に進めたい。
　また、民間委託へ切り替
え学校現場の状況を把握
し、ＡＬＴとの連携を密に
して、適切な指導を行い
効果的な英語学習を実現
していく。

指定研究
事業（学び
の質を高
める授業
づくり推進
事業）

300千円（100千円×3校）
・南アルプス教育の推進及び学校教育の充実を図るた
め、学びの質を高める授業づくり推進事業として指定校３
校（白根飯野小・豊小・若草中）を設け、南アルプス教育の
方針に沿った授業づくりを推進した。
・指定校は、習熟と暗記に傾斜した一斉授業の学習形態
から、ペア学習やグループ学習を授業の中に取り入れ、
子ども同士の自分の考えを表現するコミュニケーション機
会を増やし、思考の多様性、人との関わり方・自ら考える
力・生きる力を大切にした研究会を年間を通して実施し
た。また、その成果を公開授業研究会として、県内外の講
師も招き評価をしていただきながら市内教職員に公開し
た。
・今後も市内で指定を行い、学びの質を高める授業作り推
進事業を推進していく。公開研究会については、市内の
小中学校の連携を大切にし、異種校間の授業を先生方に
見ていただき、広く情報交換を行っていく必要がある。

4

　授業改善を中核に据え
ての研究指定校の授業づ
くりの研究・実践は、「生き
る力」の育成の実現に向
け、大きな成果を上げて
いる。
　市内各学校への研究成
果の拡大をどのように図る
かが課題。
　また、県外研究会へも
参加し、質の高い授業作
りに努力している。
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小項目 実績 評点 点検評価

地域ふれ
あい道徳
教育推進
事業

1,006千円
・市内全小中学校を指定校とし、学校ごとに、特色ある道
徳教育の推進及び地域の人々とのふれあいを中心とした
道徳教育の取り組みを進め、本市の最重要課題の一つで
ある「心の教育の充実」を図った。（５０千円×２２校）
・子どもたちの保護者、祖父母に加えて、地域住民の道徳
授業への参加、参観者が増えており、地域の人たちとふ
れあう道徳教育が行われるようになった。
・取り組みの例としては、外部講師の方を授業に招き、命
の尊さを学んだり、自然保護活動を長年行っている方から
南アルプスの自然のすばらしさや自然を愛護する心を学
んだり、障害のある方々とのふれあいから思いやりの心や
福祉について考える貴重な機会となっている。
・この事業を中学校区ごとに小学校と中学校、小学校同士
が連携するものに発展させる事業として、県より「やまなし」
心づくりの研究指定を受け、より地域に根ざした教育を実
現を目指していきたい。

3.6

　地域ぐるみで子どもたち
の心の教育の充実を図る
ための事業であり、各校
の実践を年度末に研究報
告としてまとめ、事業の成
果、反省点等の検討に生
かしている。
　各学校、各地域の特色
を生かした継続的事業で
着実に成果を上げてい
る。
　しかし、各学校での取り
組み内容、方法には多少
温度差もある。マンネリ化
せず意欲的な取り組みを
期待。

「総合的な
学習の時
間」推進事
業

小学校　3,277千円（200千円＋5千円×学級数）
中学校　2,837千円（300千円＋10千円×学級数）
・各学校でテーマに基づきながら、生活や学びの中から
個々にテーマを設置し、地域や校外へ出て取材や体験を
し、得られた内容を地域や社会、自らの生活に還元した。
・地域の歴史・自然・文化を大切にしながら南アルプス市
を題材とした教材開発を行い、地域の人材の活用や教育
委員会と連携した授業作りを行うことができた。平成20年
度には、市内の小学校において、地域の文化財を取り入
れた授業の取り組みが、県の最優秀賞表彰を受賞するこ
とができた。
・今後も地域に根ざした教材開発を行い、子どもたちの体
験活動を重視した総合的な学習の時間の支援を行ってい
きたい。

3.4

　地域に根ざした教育の
具現化を図るため、地域
教材を積極的に教材化
し、体験活動を重視する
中で特色ある学校づくりを
進めている。
　クラス単位での補助金
体制になり、活動が活発
になった。
　創意工夫のある授業実
践がある一方、マンネリ化
した教材での取り組みも
見られる。自ら学ぶ意欲
を育てる授業づくりのため
にも、意欲的な取り組みを
期待。

登山体験
事業

300千円（100千円×3校）
・新学習指導要領の改訂により、今後の教育活動におい
て、自然体験や社会体験などの体験活動のさらなる充実
が求められている。
・芦安小学校では、「人間性豊かな児童の育成を目指し
て」をねらいにした夜叉神峠全校登山　・芦安中学校で
は、「感性を磨き、表現力の自立を」をねらいにした仙丈ケ
岳全校登山。櫛形西小学校では、伊奈ヶ湖周辺の自然を
生かした全学年による自然体験活動を行った。（学校林へ
の植樹・下草刈り、伊奈ヶ湖周辺の清掃、どんぐり拾い、白
鳥のえさ集め等）
・自然体験活動を通して、世界遺産登録をめざす南アル
プスの自然のすばらしさを知り、豊かな感性を育て、さらに
仲間と体験を共有することによって相互の信頼関係を構
築していく取り組みを実施した。南アルプスの自然を舞台
にした各種自然体験活動は、人間性やふるさとを愛する
心を育む大切な取り組みである。

4

　他者、自然、環境等との
関わりを重視した自然体
験活動は、人間性やふる
さとを愛する心を育成する
教育の一つとして成果を
上げている。
　１年次の事業であるが来
年度以降につながる事業
であり、目的も明確である
ことから今後の進展を期
待。
　自然、環境保護の意欲
や郷土愛を育てる上で大
きな成果を上げている。
更なる成果の積み上げを
期待する。
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小項目 実績 評点 点検評価

一般教育
推進事業
（市内教職
員研修事
業）

100千円
・南アルプス市の学校教育の推進のため、市内の教職員
の指導力向上。
・教育における見識を深めるために時事的な話題や特色
ある学校づくりのための講演会を実施した（参加者188
人）。
・教育系コンピュターの整備事業に伴い、市内の教職員の
技術の向上のための研修（HP,Word,Ex）を実施した（45
人）。
・市内新任教職員を対象に市の自然。
・文化財などを広く知るための市内研修を夏季休業中に
実施した（33人）。
・小学校外国語教育実施に伴う英語研修を実施した（5回
335人）。
・市の指定研究事業の研究発表会と教育講演会を結びつ
ける取組を行い、学校教育の市の方向性を広く周知する
研修となった。

3.6

　教職員の能力や資質の
向上を図るための研修会
等の開催は、有意義であ
り、効果も大きい。
　学習指導要領改訂に
伴って実施した研修会
は、特に有効で効果的で
ある。本市の学びの質を
高める授業づくりの研究
発表会と教育講演会は教
職員の資質向上を図る上
で有意義であり、また重
要である。

4.4

　教育支援センター事業
は大きな成果を上げてい
る。
　支援体制の充実という
面では、入室者、相談者
との関係もあり、流動的な
側面も多々あると思われ
るが、教育指導員の配置
についてはできる限りの
対応していくことが必要。
　支援センターを必要と
する人は今後も増加する
と思われる。その対応は
今後とも続けていかなけら
ばならない。
　支援を必要としている児
童、生徒、家庭の多様な
ニーズに最大限の努力で
応え、大きな成果を上げ
てきている。また、教職員
の相談にもよく応えてい
る。今後、教育支援の需
要の増大が予想され、人
的環境を含めた整備充実
が望まれる。

南アルプ
ス市教育
支援セン
ター事業
(いじめ不
登校未然
防止推進
事業)

6,028千円
・平成１８年度より教育支援センターを開設した。適応指導
教室では、学校復帰を目指し、家庭と連絡を取りながら支
援を行った。特別支援教育相談室では、就学相談や学校
や関係機関との連携を行った。教育相談では、教育全般
の相談を受けることにより家庭や学校、関係機関との連携
を図った。
・センターの知名度や支援を必要としている人が増大して
いるため入室者や相談者が大幅に増加した（入級者数２１
人→３１人→２５人、相談件数６０８件→９４３件→９６９件）。
・家庭、学校、関係機関との連携がより密になってきてお
り、指導の成果として、学校へ復帰した児童生徒が７人、
高校へ進学できた生徒は７人となっている。
・入室者や相談者が増えたことにより支援の体制が手薄に
なる可能性があった。特に適応指導教室では、子どもたち
の勉強スペースが足りなくなったり、ボランティアを依頼し
たりと支援体制の充実が課題となった（補正予算により１月
から３月まで支援センター教育指導員を１名採用し、対応
した）。
1,210千円
・南アルプス市の児童生徒が安心して学びに挑戦できるよ
うにするため、いじめ・不登校の未然防止の視点に立ち、
教職員が客観的に学級の状態を把握できるＱ－Ｕテスト
を実施した。
・市内の5校を指定。教育講演会を実施し、広く市内に生
徒指導・学級経営についての研修を行った。指定校では
児童生徒にＱ－Ｕテストを実施し、結果を生かした授業研
究会を行った。
・平成２０年度の事業開始以来、南アルプス市の不登校者
数は減少に転じることができ、地域に開かれ信頼される学
校づくりにつながっている。
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小項目 実績 評点 点検評価

地域ぐる
みの学校
安全体制
整備事業
（スクール
ガードリー
ダー・学校
応援団に
関するこ
と）

585千円
・学校安全管理の一層の充実を図ることを目的に市内に４
名のスクールガードリーダーの委嘱を行い、学校巡回指
導・学校施設整備の点検・放課後における安全パトロー
ル・通学路の安全点検・児童への安全指導を行った。
・スクールガードリーダーと各地区の「子を守る会」「孫を守
る会」等のスクールガードが連携しながら、効果的な学校・
地域の安全管理を図ることができている。（スクールガード
及び自主防犯ボランティア登録者数　H２１年度２１６９人）
1,123千円
･学校の教育活動への支援を行うために南アルプス市学
校応援団実行委員会を組織し、また、市内の各中学校区
において地区代表・コーディネーターを中心に学校応援
団（地区教育協議会）を組織した。
・また、それぞれの地区において地区内各学校の教育的
ニーズに対応できるボランティアを募集し、ボランティア人
材バンクを整備した。（ボランティア登録者数　Ｈ２１年度
末２１４人）

4.2

　地域全体で地域の子ど
もを育てる活動として着実
に歩み続け、大きな成果
を上げている。
　地域ごとにバラつきはあ
るがボランティア内容は充
実している。
　「子どもを守る会」等地
域ぐるみでの防犯活動が
定着し、着実に成果を上
げている。市内７地区にそ
れぞれ学校応援団が組
織された。今後、学校支
援ボランティアの活動に
期待が持てる。

　中項目
政策：学校教育の充実
施策：学校施設の整備充実 担当課：教育総務課

小項目 実績 評点 コメント

小学校施
設整備事
業（単独）

31,908千円
　小学校（15校）の既存する施設及び設備について、耐震
補強及び改修を最優先に実施する中で、経年劣化等に
伴う施設改修や設備更新を行っており、学校間の格差を
是正し、学校施設の耐久性を計画的に向上することがで
きた。
　（H22に計画する改修事業については、H21きめ細かな
臨時交付金事業に前倒して計上し、H22に明許繰越し事
業として実施)
　・小笠原小床改修工事
　・小笠原、落合小電話機更新工事
　・白根百田小プールサイド改修工事
　・小学校図書室空調設備工事
　・南湖小教育系パソコン機器購入

3.4

まちづくり
交付金
小学校施
設整備事
業

235,351千円
〈白根飯野小学校屋内運動場地震改築事業〉
　昭和５０年３月に建設し築後３５年を経過する。
　平成１６年の耐震診断結果により耐震強度Is値０．１１で
あり、耐震強度が著しく不足していることから屋内運動場
の地震改築を平成２０・２１年度の継続事業として実施して
いる。
（鉄骨造平屋建、ガルバリューム葺、建築面積 998.96㎡）

3.6
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小項目 実績 評点 点検評価

生活対策
臨時交付
金
小学校施
設整備事
業

51,235千円　〈Ｈ２０から継続費繰越〉
　平成２０年度経済対策事業である『地域活性化・生活対
策臨時交付金』により、安心・安全な暮らしの実現及び防
犯・防災強化を図るため、教育施設の耐震化対策事業等
施設整備を実施している。
　・南湖小屋内運動場地震改築関連道路付替工事
　・白根源小屋上防水改修工事
　・八田小正門、西門門扉設置工事
　・小笠原小屋根防水改修工事
　・白根源小グラウンド東面改修工事
　・八田小、小笠原小遊具改修工事

3.6

公共投資
臨時交付
金
小学校施
設整備事
業

463,681千円　〈Ｈ２２への明許繰越：５５％〉
　平成２１年度経済対策事業である『経済危機対策・公共
投資臨時交付金』により、安心・安全な暮らしの実現及び
防犯・防災強化を図るため、教育施設の耐震化対策事業
等施設整備を実施している。
　・白根東小屋内運動場改築工事
　・南湖小屋内運動場改築工事
　・八田小、若草小太陽光発電設備工事
　・南湖小校内ＬＡＮ改修工事
　・小笠原小床改修工事
　・八田小図書室空調設備工事
　・若草小給水管、揚水管改修工事
　・学校ＩＣＴ環境整備機器購入

3.6

中学校施
設整備事
業（単独）

13,268千円
　中学校（ 7校）の既存する施設及び設備について、耐震
補強及び改修を最優先に実施する中で、経年劣化等に
伴う施設改修や設備更新を行っており、学校間の格差を
是正し、学校施設の耐久性を計画的に向上することがで
きた。
　（H22に計画する改修事業については、H21きめ細かな
臨時交付金事業に前倒して計上し、H22に明許繰越し事
業として実施)
・若草中防球ネット嵩上げ改修工事
・白根御勅使中テニスコート補修工事
・白根巨摩、御勅使中校内ＬＡＮ改修工事

3.4

公共投資
臨時交付
金
中学校施
設整備事
業

112,901千円　〈Ｈ２２への明許繰越：７５％〉
　平成２１年度経済対策事業である『経済危機対策・公共
投資臨時交付金』により、安心・安全な暮らしの実現及び
防犯・防災強化を図るため、教育施設の耐震化対策事業
等施設整備を実施している。
　・八田中、若草中太陽光発電システム設置工事
　・甲西中学校バックネット、夜間照明移設工事
　・芦安中、八田中図書室空調設備工事
　・八田中電話設備工事

3.4
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小項目 実績 評点 点検評価

学校給食
施設整備
事業

４，７７６千円
・学校給食施設の備品において老朽化が顕著となってい
るため、緊急性を優先して、単独校・給食センターの備品
を計画的に整備・充実した。
・小笠原小　ガス式ティルティングパン、櫛形北小　ガス式
立体炊飯器を購入し整備た。
・今後随時整備をしていく必要がある。・今後も引き続き食
中毒防止に努めていく。
２１，４９４千円
・また、経済危機対策臨時交付金を活用し、22年度の備
品を前倒しして整備した。
・豊小､大明小　ステンレス回転釜　豊小、櫛形西小　冷凍
冷蔵庫　大明小　牛乳保冷庫他

3.2

学校給食
施設維持
管理事業

９７,０３７千円
・センター３箇所（白根八田・若草・芦安）　自校式８箇所
（小笠原小・櫛形北小・櫛形西小・豊小・落合小・甲西中大
明小・南湖小・櫛形中）の維持管理費
・学校給食の質の維持及び向上を図るため施設設備の維
持管理に努めた。また、食中毒を防止するため施設や職
員の衛生管理に万全を期した。

3

29



政策：青少年の健全育成
施策：健全育成支援体制の強化充実 担当課：教育総務課

小項目 実績 評点 点検評価

芦安南ア
ルプスチロ
ル学園運
営事業

17,151千円
　芦安地区の子どもたちと都市の子どもたちの交流事業と
して、また過疎地域の活性化のため小学校４年生から中
学校３年生までの寮生７名（H21年度、うち1名中途退園）
を受け入れている事業。
　ハイキングや登山体験のほか、四季折々の地域の祭り
への参加や料理体験、など毎月イベントを実施。
　芦安小中学校の児童生徒数の維持など、その役割は小
さくなってきており、今後のあり方は課題。
　正職員１名、臨時職員４名、パート２名。
　・歳入：入園負担金、学園使用料等3,965千円
　・歳出：臨時職賃金や賄い材料費等17,151千円

2.8

　事業の趣旨、目的及び
地域の考え方等を総合的
に検討し、今後の方向性
を出していく必要がある。

政策：青少年の健全育成
施策：健全育成支援体制の強化充実 担当課：生涯学習課

小項目 実績 評点 点検評価

青少年健
全育成推
進事業

1,047千円
・青少年を有害な環境から守るために、青少年育成南ア
ルプス市民会議と協力し市内有害図書自販機・ゲームセ
ンターの現地調査と書店の指導等を行い環境浄化に取り
組んだ。また、チラシや広報誌を全戸配布し、家庭や地域
に青少年の心の成長・地域活動支援や非行防止を呼び
かけ、青少年の健全育成の推進に取り組んだ。
・八田地区に設置されていた有害自販機１台は撤去され
たが、未だ白根、若草地区に9台設置されている。今後も
市民の協力を得る中で撤去に向けて取り組んで行く。
　　青少年の非行問題に取り組む強調月間チラシ・・７月
上旬
    夏の青少年生活指導要項･･･　７月中旬
　　冬の青少年生活指導要項･･･１２月中旬
　　広報誌「南アルプスの青少年」･･･３月中旬
　　「家庭の日」「青少年を育む日」
　  標語の部最優秀作品のチラシ･･･３月中旬全戸配布

3.4

　有害図書自動販売機の
撤去に向けての成果が具
体的に現れている。今後
とも関係者、関係機関と
連携を密にする中で、撤
去に向けての取り組みを
継続。
　地域、学校、行政の連
携で青少年にとって安全
な環境づくりを行ってい
る。
　地道な活動が実を結ん
で有害図書等自販機が
撤去されたことは成果で
ある。

ジュニア
リーダー養
成事業

575千円
・学区内を超えた仲間と、団体活動や集団生活を通して
自立・協同・奉仕の精神を体験的に学習し、ふだん学校
や家庭では得られない経験を体得し、地域の中で指導
力・行動力を持つ頼られるジュニアリーダーの養成と確保
を図った。
　　研修場所：山梨県立八ヶ岳少年自然の家（１泊２日）
　　　　　　　　　　１班　８月１１日（火）～１２日（水）
　　　　　　　　　　２班　８月１８日（火）～１９日（水）
　　参加児童：市内小学６年生　１２９名
  　リ－ダ－ ：ジュニアリーダー養成過程を終了した中学
１・２年生４５名

3.4

　参加児童の多くが参加
して良かったと言ってい
る。
　リーダー養成として研修
内容の見直しも必要。

　中項目

　中項目
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小項目 実績 評点 点検評価

各種子ど
も祭り開催
事業

1,482千円
・祭りをとおして遊びの中で、異年齢の仲間や地域の大人
との交流や親子の絆を深めるとともに、地域の歴史文化や
芸能を伝承することを目的に子ども祭りを開催した。
　甲西子どもまつり７月２８日（火）参加者1,700人
　芦安子ども夏祭り７月１９日（日）参加者150人
　若草三世代ふれあい祭り講習会１２月1日（火）参加者30
人

3.2
　祭りを通して異年齢との
交流もあり、子どもたちが
開催を楽しみにしている。

子どもクラ
ブ親睦球
技大会開
催事業

395千円
・スポーツを通して、健全な体と精神を養うとともに、子ども
クラブ員相互の親睦を深めることができた。また、中学生
が小学生の面倒を見たりアドバイスすることで指導力や協
調性を学ぶことができた。
　　開催日：平成２1年８月1日（土）～２日（日）
　　男子：ソフトボール（１９ﾁｰﾑ）
　　女子：ミニソフトバレーボール（１８ﾁｰﾑ）

3

　各地区の事情等もある
と思われるが、多くのチー
ムの参加を期待したい。
　地域ごとに事業の捉え
方に温度差がある。事業
の目的の理解を図り、多
数のチームの参加を望み
たい。

放課後子
ども教室
推進事業

988千円
・大明小学校の児童を対象に、大師公民館を安全・安心
な子どもの居場所作りの活動拠点とし、毎週水曜日に地
域の方々の協力を得て放課後子ども教室を実施してい
る。異年齢の子どもたちが自由の遊んだり、スポーツや工
作、体験活動等を通じ友達を増やし、また、地域の大人と
交流することにより、人づき合いや自然にルールを身につ
ける力を育てている。
・今後も地域が一体となって、子どもたちを見守ることので
きる環境づくりを推進する。
※H21年度47回開催　1回あたり平均30名の参加実績

3.2
　公民館運営とのかかわ
りもあり、今後の進展を期
待する。

成人式挙
行事業

2,593千円
・次代を担う新成人の門出を祝福するとともに、祝い、励ま
し、新成人たちにも成人としての自覚と行動をあらためて
意識する機会として成人式を挙行した。
　　実施日：平成２２年１月10日（日）
　　会場：桃源文化会館
　　成人者：860名 （参加者733名）

3
　成人式のあり方につい
ては、検討を要する。
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小項目 実績 評点 点検評価

青少年健
全育成推
進団体補
助事業

5,224千円
・次代を担う青少年の健全育成を図るために、多様化する
青少年問題を考え様々な活動に取り組んでいる諸団体に
対し補助を行った。
　　補助金交付団体
・青少年育成南アルプス市民会議180千円
・６地区青少年育成地区民会議4,588千円
・市子どもクラブ指導者連絡協議会137千円
・南アルプス警察署管内少年補導員連絡協議会319千円

3.2

　各地区育成会を中心と
した取り組みは盛んだ
が、合併前からの活動が
そのまま継続されている
場合も見受けられ、社会
の実情に合わせて事業の
見直しも必要。

政策：青少年の健全育成
施策：健全育成支援体制の強化充実（交流活動の推進） 担当課：生涯学習課

小項目 実績 評点 点検評価

国内姉妹
都市交流
事業（石川
県穴水町）

213千円
・友好姉妹都市である石川県穴水町との交流を図るため、
穴水町の児童の本市受入れを行なった。
　受入れ期間　３泊４日　受入れ児童数　　２０人

3.4
　訪問団員或いは訪問先
との交流を深めた。

国内姉妹
都市交流
事業（北海
道津別町）

1,161千円
・友好姉妹都市である北海道津別町との交流を図るため、
市内の児童を連れて津別町を訪問した。
　訪問期間　２泊３日　　訪問児童数　　２０人

3.4
　訪問団員或いは訪問先
との交流を深めた。

国内姉妹
都市交流
事業（東京
都小笠原
村）

224千円
・友好姉妹都市である東京都小笠原村との交流を図るた
め、小笠原村の生徒の本市受入れを行なった。
　受入れ期間　　３泊４日　　受入れ生徒数　　１３人

3.4
　訪問団員或いは訪問先
との交流を深めた。

　中項目
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政策：文化づくりの推進
施策：地域資源を活かした地域文化の振興 担当課：生涯学習課

小項目 実績 評点 点検評価

文化振興
推進事業

8,484千円
・市民の芸術文化の意識の高揚と地域文化の充実と拡大
を図るため市民文化祭及び各種事業を開催した。
・文化講演会（演者：金美齢　参加者252人）、ふるさと再
見ガイドツアー、書道展・囲碁・将棋大会等。
・市文化協会主催の市民文化祭（5地区開催）、文化講演
会等の開催並びに事務運営費に対して補助金を交付し
た。（文化協会会員　2,451人）
・市文化協会に所属する専門部（120部程度）の活動費に
対して補助金を交付した。
※補助金は市文化協会に一括補助し、専門部に分配す
る。
・社会教育団体（太鼓保存会・小笠原長清公顕彰会等）へ
補助金を交付し、地域の文化振興の推進を図った。
＊社会教育団体　Ｈ21年度末47団体
・陶芸施設（八田・甲西）及び太鼓の維持管理に努め、市
民の自主的な文化・生涯学習活動が行える環境を整え
た。

3.2

政策：文化づくりの推進
施策：地域資源を活かした地域文化の振興 担当課：文化財課

小項目 実績 評点 点検評価

文化財保
護事業

6,011千円
　豊かな自然とともに貴重な文化遺産を後世に残すため、
市内の指定文化財の保護を行った。また、学校教育や生
涯教育と連携しながら文化財の活用及び広報誌等を通じ
て啓発事業を実施した。
○実施事業
・国史跡　将棋頭・石積出、県指定物見塚古墳の維持管
理（草刈等）
・県指定天然記念物　鏡中条ごよう松・宝珠寺の松の害虫
防除事業補助
・文化財防火デーの一環として、隆円寺（若草地区）、長
谷寺（八田地区）での防災訓練
・指定文化財管理報償金の交付（１３１件）
・長谷寺本堂（国指定）防災設備点検委託補助
・国指定文化財三恵の大ケヤキに薬剤散布及び周辺整
備
・仏像等悉皆調査（継続事業）２１年度　甲西地区
・教育普及事業実施
　　実施事業１７５事業（前年度１３７事業）
　　参加人数７，８７１人（前年度７，１８４人）
    特に学校関連事業回数が多くなっている。
・普及啓発事業実施
　　広報南アルプス掲載９回
　  南アルプスふるさとメール掲載１１回
　　ＣＡＴＶ放映２回
南アルプス市フルーツ山麓フェスティバル文化財ブースの
出展
・インターシップ受け入れ事業実施
　　大学生４名　中校生２名

3.4

　学校関連事業としての
出前講座（授業）は、児
童・生徒に地域の文化財
や歴史について興味や
関心を持たせることなど、
その成果は大きい。今後
も継続したい。
　文化財課の学校への出
前講座は、教材、内容、ス
タイル等豊富で、児童、
生徒に好評である。郷土
を知り、愛する心を育てる
上での役割を期待してい
る。

　中項目

　中項目
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小項目 実績 評点 点検評価

埋蔵文化
財調査事
業

24,541千円
　埋蔵文化財は、郷土がどのように歴史をたどって成り
立っているかを知る重要な手がかりとなる。本市の埋蔵文
化財についても同様で、重要であり発掘調査と保存に努
めている。
○実施事業
・史跡の保全、公開、活用のため、御勅使川旧堤防用地
取得（21年度は面積3,543㎡の内1,735㎡を取得）
・発掘調査事業：市道建設に伴う市道下市之瀬上宮地線
・埋蔵文化財調査及び照会事業：遺跡有無等の照会626
件（前年度576件）、試掘確認調査実施32件（前年度29
件）、工事立会実施61件（前年度81件）、本調査実施　１
件（前年度1件）
・体験学習事業：史跡めぐり、土器造り、昔の暮らし体験、
火起し　体験等
・遺跡説明板設置事業：御勅使川旧堤防（将棋頭・石積
出）、
・桝形堤防の発掘調査および報告書の刊行
・埋蔵文化財等広報資料作成事業：遺跡で散歩、戦国時
代の史跡を歩く（改訂版）、堤の原風景（改訂版）の刊行

3.4

埋蔵文化
財調査受
託事業

693千円
埋蔵文化財の調査・記録保存
○実施事業
・私立小学校建設の伴う道路拡幅部分の発掘調査（八田
地区）

2.8

文化財調
査事務所
管理費

9,677千円
　文化財調査事務所は、発掘された出土品を保管あるい
は展示し、また、発掘調査された遺跡の報告書作成及び
出土品の整理を目的としている。ふるさと文化伝承館につ
いては平成21年6月に開館し、地域の歴史、文化遺産や
資源情報等を収集保管し整理研究しその展示や体験学
習などの教育普及活動の役割と文化施策の中核となる施
設として活動している。
○実施事業
・ふるさと文化伝承館の維持管理
・文化財の公開展示（鋳物師屋遺跡出土品などの公開展
示）
・体験学習（常時）
・古代物づくり教室の開催
・伝承館で夏まつり（縄文体験を中心としたまつりの実施）
・音色コンサート（2回）
・エントランスでの企画展示（2回実施）
・入館者数　5,276人（6月～3月）
・甲西調査事務所の維持管理事業（継続）

3.2
　常時一般公開したことに
より、文化財の存在が市
民にアピールされた。
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小項目 実績 評点 点検評価

安藤家住
宅管理事
業

6,565千円
　平成２０年４月１日より保存修復を完了した「安藤家住
宅」が県から南アルプス市に譲与され、管理運営を行って
いる。
○実施事業
・安藤家一般公開事業：観覧者数6,361人　観覧料他
1,009千円
・展示企画事業：端午の節句飾り展、安藤家秋祭り等7件
・各種催事事業：読み聞かせ、紅葉ライトアップ等８件
・安藤家住宅総合調査事業
・安藤家の維持管理事業

3.4
　指定文化財の保持、保
護のために地域住民との
連携を図っていく。

経済危機
対策臨時
交付金事
業

5,000千円
指定文化財の保存修復補助事業
○実施事業
・市指定文化財江原浅間神社本殿修復事業の補助

2.8

政策：文化づくりの推進
施策：芸術・文化施設の充実 担当課：生涯学習課

小項目 実績 評点 点検評価

桃源文化
会館維持
管理事業

71,758千円
・市内の芸術文化の拠点施設である桃源文化会館の施設
維持管理及び事業運営の推進を図り、市民が充実した文
化活動が行なえるように努めた。
・指定管理委託料19,668千円
・人件費７人分補助37,498千円
・ホール連結椅子修繕・噴水用水中ポンプ修繕・放送設
備等劣化調査の実施
・舞台照明設備改修工事、パイプオルガンオーバーホー
ル事業の調査実施
※H21年度利用者数　85,487人

3

　芸術文化の拠点として
市民ニーズのも対応でき
る企画運営を行っていくと
ともに、人件費等必要経
費の見直しも進める。

政策：文化づくりの推進
施策：芸術・文化施設の充実 担当課：市立美術館

小項目 実績 評点 点検評価

美術館運
営事業

30,434千円
・春仙美術館　　　24,155千円
・白根桃源美術館　6,279千円

　美術館の環境を整備し、来館者が気持ちよく作品や施
設(庭等含む)を観覧できるようにする。
また、収蔵作品がよい状態で保管ができるように維持管理
を行う。

3

　入館者数が低迷してい
る現状を打破するための
企画運営が求められてい
る。

　中項目

　中項目
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小項目 実績 評点 点検評価

美術館常
設展事業

6,648千円

○春仙美術館
　　名取春仙の作品を中心に、同時代に活躍した作家や
現代作家、山梨に縁のある作家の展示を行う。
・展覧会日数：２３５日間
・入館者数：３，１１３人
・入館料：２０４，７５０円
・春仙美術館主催事業版画講座２日間で１６名
　
○白根桃源美術館
　　郷土作家を中心に展示を行う、付属展示室は市民ギャ
ラリーとして貸出す。
・展覧会日数：２６９日間
・入館者数：２，０９１人
・入館料：１８８，７６０円
・付属展示室貸出し日数：１１４日間
・入館者数：１，９９３人

3.2

　入館者数が低迷してい
る現状を打破するための
企画運営が求められてい
る。

美術館企
画展事業

11,173千円
　多くの市民が優れた作品を鑑賞できるように企画展を開
催する。
　
・春仙美術館企画展事業　「世界を翔ける版画家　河内成
幸展」
　開催日数：３９日間
　入館者数：２，２１１人
　入館料：１８７，１００円
　美術講演会入館者数：１５５人

3.2
　広く市民に鑑賞してもら
えるようＰＲ活動を積極的
に行う。
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政策：スポーツレクリエーションの振興
施策：スポーツレクリエーション活動の推進 担当課：生涯学習課

小項目 実績 評点 点検評価

自主活動
団体支援
事業
（南アルプ
ス市体育
協会補助）

75,656千円
・南アルプス市の体育・スポーツの普及発展並びに市民の
健康増進、体力向上を図っていく中心的な役割を持つ南
アルプス市体育協会に、事業・運営・人件費の補助を行っ
た。同協会も経費節減に努力している。
・運営費補助5,151千円（事務機器賃借、消耗品、各種手
数料）
・事業費補助16,839千円（市民体育祭、スイミングフェス
ティバル、チビリンピック等）※事業費対前年▲701（事業
経費削減等による経費削減）
・人件費補助53,667千円（事務局長１名、職員９名）※人
件費対前年▲621（育児休業代替）

3.2

自主活動
団体支援
事業
（県外ス
ポーツ大
会出場費
補助）

1,186千円
・県外スポーツ大会に出場する南アルプス市体育協会加
盟の個人・団体に対し、交付要綱に基づき補助をする。
・平成２０年度に要綱を改正し（1/3補助を1/4補助に減
額、予選免除競技には支給しない等）により交付額の圧縮
を図っている。
※補助金交付件数　H19年度→29件　H20年度→13件
Ｈ21年度→17件

3

体育指導
委員活動
事業

9,346千円
・スポーツ振興法で規定されている公的な社会体育指導
者である体育指導委員７２名を委嘱し、誰もが気軽に参加
できる軽スポーツ（スポレック）の普及を図るとともに、
ウォークラリー・スポーツラリー・ドッジボール大会等を開催
し、市民の健康増進・体力向上の一役を担った。自主事
業（高齢者を対象とした健康教室）も含めて活発な活動を
展開している。
・スポレック普及教室開催回数24回
・各種大会参加者数ウォークラリー約400人、スポーツラ
リー300人、ドッジボール200人
・健康教室16回

3.6

　体育指導委員の活動
は、市民の健康増進、体
力向上を図ることと併せ
て、市民の心のふれあい
という面でも成果を上げて
いる。
　また、市民スポーツの活
性化とともに、各企画事業
へのリピーターも多い。

スポーツイ
ベント開催
事業（桃源
郷マラソン
大会）

15,587千円
・県内外より約6,000人の市民ランナー参加により第７回桃
源郷マラソン大会を開催した。マラソンブームと事務局の
努力により微増ではあるが参加者が増えている。現状の組
織体制を維持しながら、限られた予算内で参加者を増や
している努力は評価できる。
※補助金 H20年度→16,635　Ｈ21年度 →15,587▲1,048
削減。協賛企業の増加等による自主財源確保により補助
金が削減できた。

3.4

　中項目
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小項目 実績 評点 点検評価

スポーツイ
ベント開催
事業（市小
中学校
ホッケー交
流大会）

3,409千円
・市のスポーツでもあるホッケー競技の普及拡大及び技術
力の向上を目指し、年間を通してコーチを派遣している。
小学生交流大会を開催し、男女各優勝チームは滋賀県で
行われた全国大会に出場した。市内の小中学校にホッ
ケーの普及に努めているが、なかなか拡大までに至って
いない状況である。
※コーチ派遣状況：白根地区4小学校延べ　127時間、同
2中学校延べ508時間（新型インフルエンザの影響により時
間数が減少となった。小32％、中73％の実施率）

3

　小学生交流大会を契機
として、中学、高校、大
学、社会人として活躍して
いる選手も多く、この事業
の持つ意義は大きい。
　普及、拡大、浸透を図る
にあたっては、生徒数の
減少などの問題があり大
変だが、市全体に広げる
工夫を継続して取り組む
必要がある。
　特定の競技に関心が集
まる中、小学生時にホッ
ケーを体験できることは、
スポーツの視野を広げる
上でその意義は大きい。

スポーツ
活動活性
化事業
（各種ス
ポーツ教
室開催）

7,573千円
・年２期に分け幼児から高齢者までの初心者を対象に、体
力向上・健康増進・生きがい作りを目的に各種スポーツ教
室を開催した。また、夏季（スイミング）冬季（スキー）の教
室も開催し、１４種目・延べ参加者3,000名となった。今後も
種目を精査しながら市民の要望に応えていく。

3.2

政策：スポーツレクリエーションの振興
施策：スポーツレクリエーション施設の充実 担当課：生涯学習課

小項目 実績 評点 点検評価

体育施設
維持管理
事業（指定
管理に伴
う委託事
業）

41,950千円
・白根Ｂ＆Ｇ海洋センター（フィッツスポーツクラブ）　甲西
市民総合グラウンド他１（トラベッソスポーツクラブ）　櫛形
総合体育館他１０（南アルプス市体育協会）の社会体育施
設の管理業務を委託した。
※各体育施設指定管理費用
　白根B&G海洋センター25,000千円（フィッツスポーツクラ
ブ）、甲西市民総合グラウンド他１施設2,800千円（トラベッ
ソスポーツクラブ）、櫛形総合体育館他10施設14,150千円
（南アルプス市体育協会）
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体育施設
維持管理
事業（経常
的な維持・
修繕）

3,682千円
・主な修繕として、白根B&G海洋センタープール内塩ビ
シート穴補修(462千円)・櫛形テニスコート内給水管漏水
修繕（391千円）・若草体育館床修繕（735千円）・白根御勅
使中学夜間照明安定器修理（390千円）・甲西体育セン
ター排水設備修繕（332千円）・他１３箇所。
・老朽化が進んでいるため、早めの施しが必要となるので
定期的に施設の点検・利用者の要望（苦情）等を反映して
いきたい。
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　中項目
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